
議事録 

１ 開会・校長挨拶 

• 令和７年度最初の学校運営協議会が開始され、校長より委員への感謝と、小学部・

中学部・高等部の新入生の元気な様子等の紹介があった。 

• 議事録作成における AI活用の試みについて言及があり、今後の活用に期待が示され

た。 

２ 学校運営協議会委員の任命 

• 新委員の紹介と任命が行われた。 

• 委員の任期や権限について説明があり、学校運営への積極的な意見交換と協力を依

頼した。 

３ 自己紹介 

• 校長、韮山小学校校長（オブザーバー）、学校運営協議会委員、学校教職員が自己

紹介を行い、それぞれの立場から学校運営への協力や期待が述べられた。 

４ 令和７年度 学校経営計画の説明 

• 校長から児童生徒数（199名）、医療的ケアを必要とする児童生徒数（３名）、在

住地域（約６割が三島市）などの学校概要を説明した。 

• 学校教育目標「良さが輝き、未来を拓く」と、その具現化の柱（安全安心、専門

性、連携、チーム学校）を示した。 

• 本年度の重点的な取り組みとして、人権尊重の精神、児童生徒の命を守る安全教育

の充実、キャリア教育の視点での小中高の連携強化、特別支援学校のセンター的機

能の充実など挙げた。 

• 学校を支える多様な職種の職員構成（教員、養護教諭、栄養教諭、事務職員、学校

看護師、バス介助員、実習支援員など）を紹介した。 

５ 県研究指定について 

• 校長より県の研究指定を受け、韮山地区特別支援教育推進協議会を活用した地域と

一体となった学校づくりを進めることを説明した。 

• 教員同士の交流を重視し、近隣校との学び合いを推進する方針を示した。 

• 小中学部・高等部それぞれが、地域での活動計画（地域散策、イベント参加、製品

販売、校外学習、清掃活動など）を具体的に説明し、委員への参加と助言を呼びか

けた。 

• 校長より、学校運営における委員の協力への感謝と、今後も連携を深めていきたい

というメッセージを伝えた。 

 



６ グループワーク 

• 参加者を複数のグループに分け、自由に議題を設定して意見交換が行われた。 

• グループワークのテーマは、社会との繋がり、交流及び共同学習、安全についてで

あった。 

• 企業における障害者雇用の現状や課題、地域イベントへの参加による学校と地域の

連携、情報発信の重要性、地域の安全対策、災害時の避難体制、防災用品の備蓄な

ど、多岐にわたる意見交換がなされた。 

7. グループワーク報告 

• 各グループから意見交換の内容が報告され、地域連携、情報発信、安全対策、災害

対策などに関する具体的なアイデアや課題が共有された。 
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 ８ 閉会・校長挨拶 

• 校長より、活発な意見交換への感謝と、今後も委員との連携を深め、学校運営に活

かしていく意向が改めて伝えられた。 

• 次回の学校運営協議会の日程が告知された。 

 



９ コンプライアンス委員会 

昨年度の状況と課題認識 

• セクハラ 1件、交通違反 1件、交通事故 1件が発生。 

• 教員の免許更新忘れや保険手続き漏れ防止の計画あり。 

• 人権感覚向上が重要課題。生徒指導課が月目標設定、全職員がセルフチェックを実

施。 

• 長期休業中に法律研修の機会を検討。 

• 教員が「自分ごと」として捉え、連携・情報共有していくことの重要性を確認。 

カスタマーハラスメントについて: 

• 学校における保護者対応の難しさ、小学校での侵入事件などを背景に、カスタマー

ハラスメントについて意見交換。 

• 企業等での事例を参考に、学校現場での対策を検討する必要性が示唆された。 

• 参加者からは、過去の旅館経営における無理な要求への対応経験や、企業における

パワハラ防止制度の事例などが共有された。 

• 教員からは、保護者との対応における苦慮や、個人で抱え込まず協力体制を築くこ

との重要性が提案された。 

• 特別支援学級の保護者の心情や、権利意識の高まりからくる要求への対応の難しさ

も話題に上がった。 

教員の不適切な指導について: 

• 不適切な指導の例として、子供への「ちゃん」付け呼びの問題提起がなされた。 

• 人権感覚やコンプライアンスに対する意識の重要性が改めて確認された。 

• 家庭環境における不安や孤立が、保護者の学校への関わり方に影響を与えている可

能性が指摘された。 

• 学校と家庭の目標共有や、日々のコミュニケーションの重要性が強調された。 

今後の取り組みについて: 

• 教員間の情報共有や意見交換を促進する。 

• 保護者対応においては、チームで連携し、段階に応じた対応を検討する。 

• 教員の多忙化という現状を踏まえ、互いに助け合える働き方の重要性が改めて認識

された。 

• 県からの不祥事事例研修を、本校の実情に合わせて効果的に実施する方法を検討。 

• コンプライアンス委員会は今後も継続し、学校運営の改善に努める。 

その他: 

• 次回の運営協議会では、コーディネーターを川島氏が務める予定 


